
皆さん元気で登校できましたか？

コロナに感染して辛い思いをした人もいるでしょう。

本校生徒の夏季休業中の陽性者は60人を数えました。

まだまだこの感染の波は収まりそうにありませんが、

２学期も各自が感染対策に注意して教育活動を充実させましょう。

特に

① 部活動でのマスクを外す場面（ミーティング・食事・更衣）

② 親しい友人との食事の場面

での会話を現に慎むこと。

新人戦等を控える運動部は特に気を引き締めて。

コロナに打ち勝って、２学期のすべての行事を実施したいと思います。

２０２２．９．１

1



この夏、北高の関連行事・事業のいくつかに参加・参観しました。

そのうちの４つを紹介します。
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夏休み直前の７月１８日（月）神戸大学百周年記念館六甲ホール

県下SSH（15校）から４０チームが参加し、本校からは３チームが発表し

てくれました。

参加者は科学分野の研究発表を英語で行い、質疑応答も英語で。

国際的な舞台でも活躍できる、将来の日本を担う科学技術人材に育ってほ

しいという願いがこもった事業です。

本校３チームもカッコよく英語で発表してくれました。

１，２年生は英語のスキルも上げて。来年にも期待してます。

来年はタブレットを持って、他のチームよりカッコよく発表しましょう。
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８月１０日（水） 同窓会館にて

明石市小学生（抽選が必要なほどたくさんの応募がありました）、デモ実験や

実験指導をしてくれました。

この小学生たちが科学好きになってくれたらうれしい。

この中から将来明石北高校に来て勉強してくれるともっと嬉しい。

明石北高校は地域の核として、地域社会・文化を支える使命もある。

このサイエンス教室以外にも、年配者向けスマホ教室の講師を務めてくれた

人たちもいます。

時々、自転車マナーなどで耳の痛いお叱りもありますが、地域の多くの人たち

から評価される高校生でいてください。
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８月２０日（土）ホテルキャッスルプラザ

明石北高校同窓会「朔風会」の総会・懇親会が３年ぶりに開催されました。

１回生OBからこの３月卒業の４８回生OBまで、たくさんのOBが参加。

１回生OBはまだまだお元気で現役バリバリ。

新卒業生が懇親会の企画と運営を取り仕切る伝統があるようです。

１９歳の若者が６０代後半の大先輩方と一緒にゲームを楽しみました。

閉会に当たって初代同窓会長（１回生）がご挨拶されました。

「ワタシが入学したときは１年目は大蔵中学に間借りして授業を受けた。

でも、楽しいことがたくさんあった。明石北高校は昔から楽しく高校

生活が遅れるところ。後輩達が頑張ってくれたおかげで、周囲に自慢

できる母校になった。現役生も楽しいことを一杯やってほしい。」

皆さんも、こんなに母校を愛せるOBになってほしいと思います。

また、同窓会先輩方に学校を支えてもらっていることも知ってください。



８月２７日（土）明石市立天文科学館

県下の９校が参加して、混合で春・夏・秋・冬のグループを作り、それ

ぞれの季節の星座にまつわる話題を交えながら、プラネタリウムの解説

をしてくれました。

今や「宇宙旅行」も可能な時代になりました。

北高生に中から、宇宙にロマンをはせて、新星を発見する科学者や、宇宙

飛行士、ロケット開発者が誕生してくれることを楽しみにしてます。
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寺内 健（てらうち けん）選手

水泳の飛込競技選手 兵庫県宝塚市出身

オリンピックに６回出場の “レジェンド” （１５歳から出場）

東京オリンピックではシンクロ５位・板飛び込み１２位とメダルに届かな

かった。引退も考えたが「どうしてもメダルが獲りたい」と現役続行。

これまでは１日３２０本ひたすら飛び込む練習から、キックボクシングを

取り入れた練習に挑戦。

「型を固める」から「体の使い方を変えて思い通りに体を動かす」へ。

自分の「伸びしろ」を作ることでさらに上を目指すという前向きな姿勢。

みんなにも「伸びしろ」はたくさんあるでしょう。

今日の話は、皆さんへのエールです。私の言葉で言うと

「とことんやれ！」「諦めずにやれ！」「自分を信じろ！」

それぞれに成果が出て、笑顔が見られると嬉しい。
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○３年生は受験に向けて、継続してコツコツと。

○この夏頑張った部活動の成果を発揮して結果を出そう。

○自分のペースで２学期のスタートを切ってください。
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